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  In the early morning of January 17, 1995, a big earthquake occurred in Hyogo. 

It killed about 6,500 people.  A lot of houses fell down. 

People died under them. 

  After this earthquake, many people asked themselves, “What can we do for the people in 

Hyogo?” 

Some people sent food and money there.  Other people went there for volunteer activities. 

 

Many people joined the volunteer activities after this earthquake. 

In three months, the number of volunteers came to 1,170,000. 

Every January 17, we remember the earthquake and the kindness of people. 

  Earthquakes are a big danger.  But we can study them. 

How can we save our own lives from earthquakes? 

We study them for the answer. 

 1995 年，１月 17 日の早朝，大きな地震が兵庫県で起きました。 

そのために約 6,500 人の人々が亡くなりました。多くの家がたおれました。 

人々はその下で亡
な

 この地震のあと，たくさんの人々が自分自身にたずねました。「私たちは兵庫の

人たちのために何ができるだろう？」 

くなったのです。 

食べ物やお金をそこに送る人々もいれば，ボランティア活動のためにそこに行く

人々もいました。 

多くの人々がこの地震のあと，ボランティア活動に参加しました。 

３か月でそのボランティアの数は1,170,000人に達しました。 

毎年１月 17日，私たちはその地震と人々の優しさを思い出します。 

 地震は重大な危険です。しかし私たちはそれを研究することができます。 

私たちは，どうすれば地震から自分自身の命を救うことができるでしょうか。 

私たちはその答えのために地震を研究するのです。 
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